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町 名 を 十 勝 清 水 町 に 変 更 す る こ と に 関 す
る 住 民 投 票 条 例 の 制 定 に つ い て を 否 決

議案第34号

第　４　回　定　例　議　会　（6/11） 山
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下 議決結果

町名を十勝清水町に変更することに関す
る住民投票条例の制定について（修正案
及び原案）

× × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ 裁決
（×） 否決

委員長の深沼委員は採決に加わらない　○：賛成　×：反対

本 会 議 の 賛 否

否否 決決

　第３回臨時会（5月28日開会）に提出された「町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例の制定について」（議
案第34号）は、議長を除く12名で構成する町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例審査特別委員会（深沼
達生委員長）に付託され、6月2日に審査を行った。特別委員会では活発な質疑が行われ（４ページ掲載）、採決の結果否決
と決定した。（各委員の賛否は下記のとおり）
　第４回定例会（6月11日開会）では、特別委員会の審査報告後、鈴木孝寿議員及び佐藤幸一議員から提出された修正動議
について採決を行った結果、可否同数となり、地方自治法第116条第１項の規定に基づき議長裁決の結果、修正案は否決は否決と
なった。続いて原案について採決を行った結果、可否同数となり、議長裁決の結果、原案も否決となった。

本修正案は、住民投票条例の施行期日を令和８年 11 月１日に改めるものである。町名変更は

本町の将来に関わる重要な政策であり、住民投票はまちづくり基本条例に基づき、町民が十分

な情報を得た上で自ら判断する機会を保障するための制度である。特別委員会では説明不足と

の指摘があったことから、本修正案では施行期日を延長し、その間に中高生や外国人住民への

情報提供の充実、町民同士の議論を深める環境づくりを進めることを提案した。修正案は住民投票を先送りす

るものではなく、町民参加の質を高め、より納得した判断ができる環境を整えることを目的とするものであり、

町民の意思を尊重する手続を充実させるための提案である。（一部抜粋）

修正動議提案理由の説明
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町名を十勝清水町に変更することに関す
る住民投票条例の制定について × × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ 否決

委 員 会 の 賛 否

可否同数の場合、議長裁決となる　○：賛成　×：反対
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討論
　討論とは、議会の会議において、表決の前に議題となっている
案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を表明することを言いま
す。その討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

施行期日の延期では、投票率
や成立要件を設けないという
根本的課題は解消しない。十
分な合意形成を図る制度とす
べきであり、明確な基準を条
例に定める必要があることか
ら、原案及び修正案に反対す
る。

反
対

田
村 幸紀議員

本条例及び修正案は町名変更
を決定するものではなく、民
意を表明する機会を保障する
ための手続である。まちづく
り基本条例の理念に基づき、
最終的な判断は町民に委ねる
べきと考え、修正案に賛成す
る。

修
正
案
賛
成

桜
井 崇裕 議

員

住民投票や町名変更自体を否
定するものではないが、経費
や効果に関する情報提供、住
民理解や議論が十分とは言え
ず、投票率や手続にも課題が
残る。慎重な議論を重ねるべ
きとして、原案及び修正案に
反対する。

反
対

橋
本 晃明 議員

本案は町名変更の賛否を決め
るものではなく、民意を表明
する機会を保障するためのも
のである。議会制民主主義を
補完する住民投票の意義を尊
重し、町民の声を広く町政に
反映させるため、修正案に賛
成する。

川
上 均議員

物価高騰などで町民生活や地
域産業が厳しい現状を踏まえ
れば、町民生活への支援を優
先すべきである。町名変更は
機運が十分に高まった段階で
実施すべきと考え、原案及び
修正案に反対する。

反
対

中

河つ る 子 議

員

町名変更や住民投票の意義は
認めるものの、中学生を対象
とする妥当性や住民への説
明・理解が十分とは言えず、
住民が納得して判断できる環
境が整っていないことから、
時期尚早として原案及び修正
案に反対する。

反
対

山
本奈 央 議

員

町民との対話や情報提供、意
見反映が十分とは言えず、中
高生からも慎重な対応を求め
る声が寄せられている。まち
づくり基本条例の理念に基づ
き、さらなる議論が必要とし
て原案及び修正案に反対す
る。

反
対

西
山 輝 和 議

員

議案第34号修正動議提案説明および
討論の議会中継はこちらから→

議員は住民の代弁者である
とともに説明責任も担って
いる。住民投票は町民の意
思を把握する大切な機会で
あり、その結果を踏まえて
今後の議論を進めるべきと
して、修正案に賛成する。

中
島 里 司議員
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成
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正
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賛
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問

こ ん な 質 疑 が あ り ま し た。

問 住民投票の実施にあたり、町として最も重視することは何か。

答
町として最も重視しているのは、町名変更の是非についてできるだけ多くの住民の意思を確
認することである。そのため、公平・公正な投票環境を整え、中学生や外国人住民を含む幅
広い住民の参加を促し、示された結果を尊重して今後の町の判断に活かしていきたいと考え
ている。

公平性や中立性、透明性をどのように担保していくのか。

答

町名を十勝清水町に変更することに町名を十勝清水町に変更することに
関する住民投票条例審査関する住民投票条例審査特別委員会特別委員会

問 公平性や中立性、透明性をどのように担保していくのか。

答
町の考えをまとめた資料を改めて住民へ配布し、判断に必要な情報を提供する。一方で、賛
成や反対を促すような投票誘導につながる情報発信は慎重に対応し、公平性・中立性・透明
性の確保に努めるとともに、選挙管理委員会と連携しながら適正に進める。

問

答
パブリックコメントでは６件（人数は７人）の賛否を含む意見が寄せられ、町名変更は慎重
に進めるべきとの声もあった。内容を精査した結果、さらなる説明や情報提供は必要と認識
したものの、条例案を修正するまでには至らないと判断し、今回提案した。

住民の意思を確認する手段として行ったパブリックコメントでは、住民から出た意見をどの
ように整理したか伺う。

問

答
投票要件を設けて、達しなかったときに結果を公表しないということは避けるべきであり、
投票した人の意思は尊重したいと考えている。棄権や白票は仮定の話であり、投票しない人
を減らすため周知に努め、町民一人ひとりが町の将来を自分ごととして考え、投票に参加し
てもらえるよう取り組む。

町長が民意として尊重するのは投票した人だけの意思なのか。投票できなかった人を含めた
声なき声も踏まえ、真の民意を反映するため住民投票の方法やルールを見直す考えはないか。

※質疑の全容は、議事録が完成次第ホームページで公開します。

問

答十分な議論は重要としつつも、町名変更の議論を半年、１年と先延ばしにすべきではな
く、住民や社会の関心が高まっている今が判断すべき時期であると考える。

住民投票について時期尚早との意見もあるが、延期しても理解や機運の醸成につながる
とは限らない中、町長が考える住民投票を行う時期についての考えを伺う。
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６月
定例会 　令和８年第４回定例会は、６月11日から19日までの

　９日間の会期で開かれました。 ６月定例会の流れ

01

初日（6/11）
条例制定（特別委員
会報告 / 否決）、補正
予算（原案可決）、請
願（各委員会に付託）

委員会審査報告
（6/16・17）

一般質問
（6/16・17）

５名10項目の質問
（関連記事　8ペー

ジから13ページ）

総務産業常任委員会
（6/11・16日）

厚生文教常任委員会
（6/11・16日）

付託された案件等を
審査

02 04
本
会
議

03

最終日（6/19）
条例改正（原案可決）、
補正予算（原案可決）、
物品の取得（原案可決）、
固定資産評価審査委員
会委員の選任（同意）、
農業委員会委員の任命（同
意）、意見書（原案可決）

本
会
議

本
会
議

委
員
会

件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

2027 年度地方財政の充実・強化
に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

令和８年度北海道最低賃金改正
等に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率２分の１への復元など教
育予算拡充とゆたかな学びを求
める請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 厚生文教 採　択 採　択

意見書を提出

道教委「これからの高校づくり
に関する指針」（改訂版）を見
直し、すべての子どもにゆたか
な学びを保障する高校教育を求
める請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 厚生文教 採　択 採　択

意見書を提出

人 事 案 件

議案第52号　● 固定資産評価審査委員会委員の選任について

小竹 浩之さんを固定資産評価審査委員会委員に選任（再）したい旨の町長提案があり、議
会は同意しました。

小竹 浩之 さん

議案第53～69号　●農業委員会委員の任命について

農業委員の任期満了に伴い、次期農業委員の任命に同意を求める町長提案があり、議会は
17名全員の任命に同意しました。

辞令交付の様子

杉山 隆治 さん　西山 光徳 さん　上谷 康晴 さん　高田 秀昭 さん　安曇 寿也 さん　口田 靖明 さん　　

藤田 卓芳 さん　藤井 　稔 さん　 新居 朱美 さん　森田 哲也 さん　岡谷内 敏実 さん　石川 泰雄 さん

丸山 尊裕 さん　玉井 美和 さん　上出 英幹 さん　關  弘正さん　堀  勝利 さん
（議案順）

請 願 審 査




